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　風呂敷はもともと「平包み」といわれ、生活の一部として使
われており特別な教典などを包む以外は最終的に雑巾へとなり
後世に残るものは多くありませんでした。
　「風呂敷」と名前が変わってくるのは室町時代に大湯殿が建
てられ、大名衆が入浴することを始めてからです。
−湯殿に敷いて湯上がりに足を拭くもの、また入浴するときに
衣服を包んだもの（中略）他人の物と区別するために、家紋や
屋号を染め抜いた−
（ものと人間の文化史 額田巌 法政大学出版局 1977. ４. １発行
P240 より引用）
−明治時代にはそれぞれの家で庶民も苗字と家紋をもち、これ
を染め抜いた風呂敷が流行した。−
（世界大風呂敷展 より引用）
家紋入りの風呂敷は大切に保存され今日も残されています。
　現在では風呂敷を普段から使用する人は少なくなってきてお
り、今の主な用途としては祝儀・不祝儀での使用に限られてき
ています。物を運ぶ役割のほとんどを「カバン」に取って代わ
られていますが、風呂敷の持つ臨機応変自由自在の便利さに勝
るものはありません。
　私は幾度となく風呂敷を包んでいるうちに包む行為をする手、
自分自身の「手」を布に入れてみてはどうかと考えたのです。
　風呂敷は何でも包め、運べることが特徴であり、そのために
一般的な風呂敷は当たり障りのない柄のものが多く、それに対
し私の考えた風呂敷はそれ自体に物をもつ「手」があるために
包み方が多少限定されてしまいます。
　しかし、包んだ時に布から見える「手」の表現の面白さをみ
せたいと考え制作しました。
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　制作にあたって「手」の配置を考えたとき「中身を持つ手」
とその風呂敷を誰かへ「送る手」と見えるよう意識して制作し
ました。「ただ持っているだけ」に見えるのはつまらないと感じ
たのと、「どうぞ」と渡すとき自分の気持ちの伝わりやすさを考
え、「手」は自分から相手へ 相手から自分へと何かを受け渡し
している　その自然に行われている行為の手の位置を布に取り
入れることで相手へ送る想いを表現しようと考えました。そし
て「手」の大きさを本物の手と変わらないサイズにすることで
より自然に風呂敷を持っているように見せました。
　技法はひき染めで、布も薄いため裏表のない風呂敷が出来ま
した。「手」に色を入れないことで布から浮かび上がってくるよ
うに見せました。色は二色とし、白ぬきの「手」が目立つよう
にし「手」自体が細やかな表情を見せてくれるのでそれを生か
す配色を考えました。色数を減らし二色で大胆に分けることで
包んだ時、ほどいた時の変化を見せることが出来たと思います。
　この風呂敷は私自身の手で構成されています。送る気持ちを
表現したいと思ったとき、誰か分からない「手」で包まれてい
るものより送る人自身の手で包まれている方気持ちも伝わりや
すいと考えたからです。
　今回の作品は私が「誰か」に送りたい気持ちを込めて作った
ものであり、私の分身です。
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